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ABSTRAK 

 

ANISYA SEPTYANA MAHRUSY. 2015. Analisis Kesalahan Penulisan 

Gairaigo pada Mahasiswa Tingkat II Jurusan Bahasa Jepang Fakultas Bahasa 

dan Seni Universitas Negeri Jakarta Tahun Ajaran 2013/2014. Skripsi. Jakarta: 

Jurusan Bahasa Jepang, Fakultas Bahasa dan Seni, Universitas Negeri Jakarta. 

Dalam bahasa Jepang, ragam tulisan yang terdapat pada surat kabar, majalah, 

karya ilmiah, surat dan sebagainya ditulis dengan huruf hiragana, katakana, dan 

kanji. Katakana dalam ragam tulisan bahasa Jepang digunakan untuk menulis kata 

serapan dari bahasa asing. Kata serapan dalam bahasa Jepang disebut gairaigo. 

Pemakaian gairaigo harus sesuai dengan aturan-aturan yang ada di dalam bahasa 

Jepang termasuk dalam tatacara pengucapannya. Untuk dapat menuliskan 

gairaigo membutuhkan pengetahuan tentang aturan-aturan penulisan yang khusus. 

Penelitian ini membahas tentang jenis kesalahan, penyebab kesalahan serta solusi 

untuk mengatasi masalah dalam penulisan gairaigo. Sampel pada penelitian ini 

adalah mahasiswa tingkat II Jurusan Bahasa Jepang Universitas Negeri Jakarta. 

Metode yang digunakan dalam penelitian ini adalah metode pendekatan campuran 

(mixed methods) yang merupakan gabungan antara metode kualitatif dan 

kuantitatif. Obyek penelitian adalah klasifikasi berdasarkan penulisan gairaigo 

yang dibagi menjadi tiga kategori, yaitu penulisan tanda vokal panjang, penulisan 

tanda konsonan rangkap dan pembentukan silabel. Pengumpulan data yang 

dilakukan adalah dengan menyebarkan tes dan angket. Hasil penelitian 

menunjukkan bahwa terdapat kesalahan pada penulisan gairaigo oleh mahasiswa 

tingkat II Jurusan Bahasa Jepang Universitas Negeri Jakarta. Klasifikasi 

permasalahan dalam penelitian ini ada tiga, yaitu (1) penulisan tanda vokal 

panjang, (2) penulisan tanda konsonan rangkap, dan (3) pembentukan silabel. Dari 

tiga kategori ini yang paling tinggi tingkat kesalahannya adalah pada penulisan 

konsonan rangkap dan pembentukan silabel, sedangkan pada penulisan tanda 

vokal panjang tingkat kesalahannya rendah. Adapun penyebab kesalahan tersebut 

dari faktor eksternal dan internal. Faktor eksternal yang berpengaruh adalah 

kurangnya pemahaman atas materi gairaigo dan beragamnya tata cara penulisan 

gairaigo tersebut. Sedangkan faktor internal yang timbul adalah kebiasaan belajar 

mahasiswa yang kurang mengandalkan sumber yang lebih ahli seperti dosen dan 

belajar hanya dari buku teks saja dan berdiskusi dengan teman. 

Kata kunci: Analisis Kesalahan, Gairaigo, Katakana 
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概要 

 

A. はじめに 

 Suzuki (1976 : 228) によると 外来語は『外国語から自国語の体系の

中にとりいれられた単語』(『世界大百科事典』) と定義される。この定義

からすれば、いわゆる漢語もれっきとした外来語である。 

 Kindaichi (Sudjianto, 2007 : 104) によると外来語とは外国語からの単

語、国語とした使われた。 

 Iwabuchi (Sudjianto, 2007 : 104) によると外来語とは日本語で外国語

からの単語で、日本語の活動に使われる。 

 原則として、外来語の書き方が片仮名で使う。外来語が書けて、特

別の書き方規則が知識を必要とする。Kawarazaki (1976 : viii) によると片仮

名は次の場合に用いられる: 

1. 外来語 

2. 外国の人名、地名、その他の固有名詞 

3. 動物、植物の名 

4. 擬声語 (擬態語も、時によって片仮名で表記される場合がある) 

5. とくに他と区別しようとする場合 

6. 電報文 

 Kawarazaki (1979 : ix) によると長母音書き方と促音書き方が外来語

書き方に難しいと思う。 



iii 

 

 本研究は Kawarazaki と言う三ポイントが六ポイントからに焦点を

置いた、ポイント一、ポイント二、ポイント三。その三つポイントは外来

語に入れるから。 

 その説明した問題のはじめにから、外来語について問題提起になる

ことは三つあり、次のようである。 

1. ジャカルタ国立大学日本語学科の二年生に外来語を書くが誤用の種

類は何でもか。 

2. ジャカルタ国立大学日本語学科の二年生に外来語を書くが誤用の原

因は何ですか。 

3. ジャカルタ国立大学日本語学科の二年生に外来語を書くが問題の解

決をするとはどうだろうか。 

 筆者は本研究には、外来語の書き方の誤用分析してみた。本研究の

目的は以下のとおりである。 

1. ジャカルタ国立大学日本語学科の二年生に外来語を書くに誤用の種

類を知るために。 

2. ジャカルタ国立大学日本語学科の二年生の外来語を書くに誤用の原

因を説明するために。 

3. ジャカルタ国立大学日本語学科の二年生の外来語を書くに問題の解

決をするために。 

 

B. 研究方法 

 筆者は混合的な技術のメソッドを使った。そのメソッドは定性的分

析と定量分析の結合を形作る。研究対象は外来語の表記の分類が三つを分

ける: 

1. 長母音の書き方 

2. 促音の書き方 

3. 音節を形成 

資料を集めるがテストとアンケートに日本語学科の二年生学生を配る。 
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C. 研究結果と分析 

 本研究の対象はジャカルタ国立大学日本語学科の二年生であり、

2014 年 5 月 27 日 から 5 月 30 日まで行われた。 

 本研究は定性的分析と定量的分析から混合的なメソッドから、器具

が二つある。テストとアンケートです。テストは誤用の資料を集めるため

である。アンケートは誤用の出所と原因を知るためである。その事には、

テストは定量的なメソッドが部分です。その間、アンケートは定性的なメ

ソッドが部分です。それから、テストとアンケートの資料から、分析と数

えられる。ところが、研究のステップは次の通りである。 

1. 研究の前 

筆者は研究のことを準備する。例えば、学生の調査、器具を作るこ

と、妥当性と信頼性の問題を試すこと。 

2. 研究 

本研究は資料を集めることがテストとアンケートの日本語学科の二

年生学生に配る。 

3. 研究の後 

器具を数えて、分析して、通訳する。 

 研究の結果の資料を基にして、日本語学科の二年生の外来語の書き

方に誤用がある。高々誤用の段階は促音の書き方と音節を形成すること。 

 全体的に見て、外来語の書き方の誤用の段階は 33、25% (けっこう

少ない)。外来語の書き方の誤用の分類を基にすれば、外来語の書き方の

誤用の段階が長母音の書き方は 21,75%、促音の書き方は 47,47%、音節の

形成の書き方は 42,24%。 

 アンケートのデータを分析した結果に基づいて八人 (22,85%) の学

生が『外来語の書き方は知ていない』と答えている。十七人 (48,57%) の

学生が『外来語の書き方に困難に遭遇した』と答えている。二十三人 

(65,72%) の学生が『外来語の機能は知ている』と答えている。二十六人 
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(74,28%) の学生によると『最も困難な長母音の書き方』だと答えて、十二

人 (34,28%) の学生によると『最も困難な促音の書き方』だと答えて、十

一人(31,42%) の学生によると『最も困難な音節の形成』だと答えて、三人

(8,57%) の学生によると『語彙はまだ覚えていない』と答えている。 

 外来語の書き方に困難を克服するために、二十七人 (77,15%) の学

生によると『友達に質問と議論している』と答えて、十八人 (51,43%) の

学生によると『他の出所に説明を求める』と答えて、十人(28,57%) の学生

によると『先生に質問と議論している』と答えている。 

 本研究の結果からいくつかの欠点と限界があった。それは次の通り

である。 

1. 日本語の出所が得ることが難しいだった。 

2. 日本語学科の図書館に外来語の本についてことが不足だった。 

3. 解決が日本語の先生に定議を与えった。 

  

D. おわりに 

 研究の結果の資料を基にして、日本語学科の二年生の外来語の書き

方に誤用がある。外来語の書き方の分類が三つを分ける: 1) 長母音の書き

方、2) 促音の書き方、3) 音節を形成する。三つの分類から、高々誤用の

段階は促音の書き方と音節を形成することだ。外来語の書き方に誤用の原

因は外部的要因と内部的要因がある。問題の解決は面会が仮字の教育指導

を加えられる。 
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